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～学生と社会をつなぐ東急不動産の新しい取り組み～ 

CAMPUS VILLAGE で就活準備プログラム「CV CAREER」 

学生レジデンスで入居者専用の就活準備プログラムを初導入 
 

 

東急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：岡田 正志）が開発し、株式会社学生情報セ

ンター（本社：京都府京都市、代表取締役社長：吉浦 勝博）が運営する学生レジデンス「CAMPUS 

VILLAGE（キャンパスヴィレッジ）」シリーズにおいて、学生レジデンスでは初めてTRUNK株式会社（本

社：東京都渋谷区、代表取締役CEO：西元 涼）と連携して、入居者専用の就活準備プログラムを１０月より

開始することになりましたのでお知らせいたします。仕事のスキルが身につくオンライン講座とビジネスの

今を知り実践的に仕事を体験するライブセミナーを通して、学生の就職活動をサポートします。 

 

■ TRUNK と連携した就活準備プログラム「CV CAREER」について 

 東急不動産は、入居する学生たちがいつか社会へはばたく日を目指し、就活準備プログラムを開始いたし

ます。キャンパスヴィレッジの入居者は大学１・２年生が大半を占めていることから、就活への第一歩とし

て、入居者専用のオリジナルカリキュラム「就活準備（初級編）」をライブセミナーで行い、「就活準備

（発展編）」をオンライン講座にて行います。 
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■ 就活準備プログラム「CV CAREER」の詳細 

 本プログラムは無料で受講することができ、今年度は月一回の頻度でオンライン実施を予定しておりま

す。また、就職活動のサポートだけでなく、「インターンへの応募」や「実務体験」、仕事のスキルが身に

つく講座などもあり、学生と社会をつなぐことを目的に様々なプログラムを企画しております。 

新型コロナウイルスの影響から、今年度のサービスはすべてオンラインにて開催します。他施設ともオン

ラインでつなぎ、各施設ごとにチームとなり課題に取り組んでもらうカリキュラムも予定しているため、キ

ャンパスヴィレッジ内でのコミュニティ形成にもつながります。コロナ過で、学生同士のコミュニケーショ

ンをとることが難しいなか、この取り組みを通して学生間のつながりを作りたいと考えております。新型コ

ロナウイルスが収束した際には、オフラインでのイベント開催も視野にいれており、本プログラムを、学生

と社会をつなぐ架け橋にしたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学生レジデンスの需要は拡大傾向 

少子高齢化が進むなか、進学率の上昇、首都圏や京都など学校が集積する都市部でのひとり暮らし学生数

の堅調な推移、留学生の増加などを背景に、安全安心な学生専用賃貸住宅の需要は拡大傾向にあり、共用部

分の充実を図った学生レジデンスへの関心も高まっています。東急不動産ホールディングスグループで開発

から管理運営まで行うことで、入居する学生だけでなく保護者の方にも安心していただける住まいの提供を

目指しております。 

創業以来、東急不動産が総合不動産会社として培ってきた住宅開発の品質・安全性のノウハウやデザイン

へのこだわりと、学生専用マンションの運営に４０年以上の経験を持つ学生情報センターの知見を生かし、

今後も業界のフロントランナーとして、食事付き（元住吉を除く）家具付き学生専用賃貸住宅である学生レ

ジデンス「CAMPUS VILLAGE（キャンパスヴィレッジ）」の更なる開発を進めて参ります。 

 
 
 
 
 

イベント風景（イメージ図） 



 

 

 

 

 

 3 

 
 
 
キャンパスヴィレッジ は2020年度グッドデザイン賞を「２０-２地域・コミュニテ

ィづくり部門」にて受賞しており、今後も入居者サービス向上を目指し様々なイベ

ントを開催していきます。 

 

 

 


